
【記入例①】特殊詐欺対策事業
2026年　○○　月　○○　日　
愛知県知事　殿

所　在　地　○○市○○町○丁目○番地　
団　体　名　○○防犯パトロール隊　
代　表　者　隊長　○　○　○　○　
地域自主防犯活動活発化事業　実施企画提案書

１　応募内容

	応 募 事 業

応募する事業に〇を付して
ください。

※侵入盗又は自動車盗の犯罪に特化した事業でも、双方の犯罪への対策を組み合せた事業でも可
	
１　特殊詐欺対策事業
２　若者世代の地域防犯参画事業
３　侵入盗対策事業
４　自動車盗対策事業
５　子供、女性の安全対策事業

	　　　　　　　　　　　　　　　　　
取 組 内 容

　※特殊詐欺対策事業は取組内容を指定しません。

　※侵入盗対策及び自動車盗対策事業の場合、Ａ～Ｅの５つの取組の視点から、２つ以上の取組を組み合わせて企画・実施
　※子供、女性の安全対策事業は、Ａ・Ｂの２つの取組の視点から、１つ以上の取組を含めて企画・実施
	１　特殊詐欺対策事業
　２　若者世代の地域防犯参画事業
３　侵入盗対策及び自動車盗対策事業
（下記Ａ～Ｅより２つ以上に○を付けてください。）
Ａ　　活動活発化

Ｂ　　防犯啓発・人材育成

Ｃ　　地域連携・広域の連携活動

Ｄ　　挨拶・声かけ運動
Ｅ　　犯罪防止環境整備
　４　子供、女性の安全対策事業
（下記Ａ・Ｂより１つ以上に○を付けてください。）
Ａ　　活動活発化

Ｂ　　防犯啓発・人材育成


	事 業 の 名 称
	○○地区特殊詐欺被害撲滅事業

	経 費 の 額
	193,000円

	応 募 目 的
	本パトロール隊は、○○自治会の役員を中心に構成されており、毎月１回、自治会区域で防犯パトロールを実施しているところである。

本防犯隊の活動区域では、近年、特殊詐欺と思われる不審な電話がかかっており、実際に被害に遭われた方もいて、非常に憂慮すべき状況である。

このため、特殊詐欺被害の撲滅を図るため、町内で家族と連絡を密にする運動を展開し、地域住民の防犯意識の高揚を図る。一人暮らしの高齢者宅を訪問して啓発品の配布を実施し、被害防止を行うなど、地域をあげて犯罪のない安全なまちづくりを進めていくこととしたい。

	応 募 事 業 内 容
	振り込め詐欺を始めとした特殊詐欺被害の撲滅を図るため、次のとおり事業を実施する。

１　家族で連絡を密にする運動の展開

　　振り込め詐欺の被害を防ぐため、家族間で連絡を密にして、合言葉を決め、いつでも相談できるような「家族・地域の絆」を強化する振り込め詐欺被害防止の運動を地域をあげて展開する。

　　また、地域内にのぼり旗を設置し、住民に啓発するとともに地域の絆を醸成する。

２　高齢者宅への戸別訪問の実施

　　独り暮らしの高齢者宅を訪問して啓発を行い、注意を呼びかける。
３　地元の信用金庫と連携した啓発活動の実施

地元の○○信用金庫と連携し、また○○市や○○警察署の協力を得て、金融機関の職員とともに店舗前で啓発活動を実施する。地域住民への防犯意識の高揚を図るとともに、金融機関職員の意識の向上にもつながり、地域が一体となって被害を防ぐ体制や気運を高める。



２　団体の概要
	活  動  者  数
	　約６０人（うち自治会役員２０人）

	年  間  予  算
	○○○○○○○円（○○自治会の令和８年度予算総額）

	現在までの活動
内容・実績
	○○防犯パトロール隊は、○○市南東部に位置し、○○市との市境に位置する。

現在、当区域は約○○○世帯、人口○○○○○人を有しているが、住民の高齢化が進み、人口は減少傾向にあり、また独居老人宅の比率も高くなっている。

・平成２１年　自治会で防犯パトロール隊を結成する。

　　　　　　　月１回の夜間パトロール活動を開始。

・平成２２年　子供の見守り活動を始める。

　　　　　　　毎日、下校時の見守り活動を開始。

・平成○○年　○○○○○○○○○○○○○○○

　※活動状況が分かる写真があれば添付してください。


	連絡担当者
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ふりがな),氏名)　　　

	
	郵便番号

住　所　　　

	
	ＴＥＬ　　　　－　　－

ＦＡＸ　　　　－　　－

E-mail　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


３　スケジュール
	８月
	・振り込め詐欺被害防止運動の実施

・ちらし、ティッシュの作成

・啓発品の購入
・独り暮らしの高齢者宅へ戸別訪問し、注意を呼び掛ける。

	９月
	・地域内に啓発のぼり旗を設置

・独り暮らしの高齢者宅へ戸別訪問し、注意を呼び掛ける。


	１０月
	・独り暮らしの高齢者宅へ戸別訪問し、注意を呼び掛ける。

・○○信用組合店舗前で、振り込め詐欺の被害防止啓発

	１１月
	・独り暮らしの高齢者宅へ戸別訪問し、注意を呼び掛ける。



	１２月
	・独り暮らしの高齢者宅へ戸別訪問し、注意を呼び掛ける。

・報告書の作成。

	備    考
	・毎月１回の防犯パトロールは継続して実施

・子供の見守り活動（毎日：低学年下校時間帯）及びあいさつ運動は継続して実施


４　事業費積算書（特殊詐欺対策事業）

	項目
	金額（円）
	内訳

	「家族・地域の絆」の強化
	64,500円
	ちらし2.1円×5,000枚＝10,500円
のぼり旗540円×100枚＝54,000円

	高齢者宅訪問
	128,500円
	啓発品
電話機貼付シール6円×500枚＝3,000円
メモ帳86円×500個＝43,000円
簡易型自動録音機
550円×150個＝82,500円

	積算合計（税込み）
	193,000円
	


　（備考）

　・１団体当たり20万円（消費税相当額含む）が上限です。（取組内容は指定しません。）
　・事業を実施する者の人件費、飲食費、備品購入費（取得金額が10万円以上（消費税込）かつ使用可能期間（法定耐用年数）が１年以上のもの）を積算に含めることはできません。

　・積算額は、契約締結までの間に変更させていただくことがあります。

　・行が不足する場合は適宜追加等してください。

